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名古屋大学の卒業生、
現役・退職後の教職員の方々へ

初の博士号授与から100年

256

『名古屋大学プロフィール2025』によると、名大は国
立の名古屋医科大学となった1931（昭和6）年5月から
2024（令和6）年度までの間に、博士の学位を27,072名
に授与してきました。ただ、県立の愛知医科大学時代
にまでさかのぼれば、初の博士号授与は1926（大正15）
年1月で、ちょうど100年前になります。
1920年7月に学位令が改正され、大学に学位授与権が
付与されました。同年6月に愛知県立医学専門学校から
昇格した愛知医大でも、1922年11月に学位規程を定め
ました。博士論文（正式には学位請求論文）の審査手数
料は100円で、当時の銀行員の初任給が50円くらいでし
たから、現在の57,000円に比べるとかなり高額です。
学位規程は定めたものの体制が整わず、実際に学位審
査が始まったのは1925年からでした。そして1926年1
月23日、中

なか

島
しま

潮
ちょう

造
ぞう

が愛知医大授与第1号の医学博士に
なりました。博士論文の主論文は、「蛋

たん

白
ぱく

体及葡
ぶ

萄
どう

糖ノ

硝
がら

子
す

体内注入ノ作用ニ就テ実験的研究」でした。
中島潮造は、1899（明治32）年に愛知医学校（愛知

医大の前身）を卒業後、翌年には同校の臨床病院である
愛知病院の助手となり、眼科部で勤務しました。1916
年には愛知医専教諭に任じられますが、直後に辞職して
名古屋市内で開業し、学位取得時には40代半ばを過ぎ
ていました。1920年の学位令改正までは、博士論文は
帝国大学でしか審査できなかったのです。
博士号を望む愛知医専や愛知医学校の卒業生たちに

とって、学位令改正と愛知医大昇格は待望のことだった
と思われます。当時、小

お

口
ぐち

忠
ちゅう

太
た

教授の眼科学教室では、
卒業生が世代を問わず出入りして競うように研究してい
たといいます。中島潮造もその一人でした。
愛知医大では、1931年4月までに84名に博士号を授

与しました。名大の博士号授与数には、この数も加える
べきなのかもしれません。

1　�中島潮造（1878–1945、写真は1914年頃の愛知県立医学
専門学校助教諭時代）。のちに愛知県医師会会長を務めた。

2　�小口忠太（1875–1945、写真は1921年頃）。「小口病」の
発見で国際的にも知られる。1933年に日本学士院賞の前身の
一つである東宮御成婚記念賞を受賞した。1926年から27年に
かけて愛知医科大学学長を務めた。

3　�中島潮造の博士論文（国立国会図書館所蔵）。主論文4冊、
参考論文6冊から構成されていた。この写真は、主論文の1冊
目（独文）の表紙。

4　�名古屋帝国大学が1939年11月に授与した医学博士の学位記
（東海国立大学機構大学文書資料室所蔵）。学位記の番号
は、1939年4月の名帝大創立後、改めて1号から付けられた。
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